
肝臓は体の中で一番大きく、とても重要な臓器です。

肝臓では、２５００億個の細胞が、日々血液の解毒や、栄養分の貯蔵などを
行い、あなたの体を健康に保っています。

そんな肝臓のニックネームは、「沈黙の臓器」。

例えば肝炎になっても、肝臓はなかなかＳＯＳを出しません。
あなたが 「体がだるい」と気付くころには、その肝臓はかなりの重症になって
しまっています。

でも大丈夫。肝炎の原因であるウイルスは、検査で分かります。*

肝炎ウイルスに感染していても、適切な健康管理・治療で、肝炎から
肝硬変や肝がんに悪化するのを予防することが可能です。

*肝炎のほとんどは、肝炎ウイルスによって起きる「ウイルス性肝炎」です

早期発見、早期治療！
検査を受けるには？

肝炎ウイルス検査のお知らせ

肝臓は、

あなたが聞いてみなければ、
何も言わない。

とにかく一度
検査を受けてみてください。



（お問い合わせ先）

●厚生労働省健康局疾病対策課 肝炎対策推進室

TEL：０３-５２５３-１１１１（月～金曜日、９時半～１８時）

URL：http://www.mhlw.go.jp
●ウイルス肝炎研究財団（病気の相談）

TEL：０３-５６８９-８２０２（月～金曜日、１０時～１６時）

URL:http://www.vhfj.or.jp/ Mail: vhfj@jeans.ocn.ne.jp

（製作）厚生労働省健康局

肝炎の検査を受けるには？

【どんな検査？】
肝炎ウイルスに感染しているかどうかは、採血検査で判断します。
採血だけなので短時間で済み、また、数週間で検査結果をお知らせ
できます。

※感染後は３ヶ月ほどたたないと、陽性にならないこともあります。

【どこで受けられるの？】
検査を受診する機会は、以下のようなものがあります。

・お住まいの市町村での地域検診
・お住まいの都道府県等の保健所での検診

具体的な実施日程や費用などは、それぞれの実施主体（下線部）
によって異なりますので、別途お問い合わせください。

このパンフレットは、平成２０年３月時点のものです。

※肝炎についてもっと知りたい方は「一般的なＱ＆Ａ」をご参照ください。

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou09/index.html


